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L まえがさ

?院長イヒ施工広 コンピュータなどの高度情報妨滋システム長導入L-て環壌計測情報与を即時的に解析し，この結

J誌を施工Lこフィードパックレどう安全性や合理性をi脅そうとする施工手践の lつである。この手法ばチルツアー

よ干の“ Observational Procedllre "の滋想をヱレグトロユクス技術によって実用化した務場校郊であるの章受i1L

この手法による施工例が急速広場加し，報告;例もかなりの殺にのぼっているが衿これらの報告i点線新j的認実施

j;iIJを紹介守るに止まっているものが多し情報化施工の本宝量的な問題と革まえられる「情報Jの療検的意義や，そ

の運用におけるハードウ ι アーーソフトウェ 7に勺いで{本系的に検討されたものは少ない。 本文では， U;t?ζ発表

されている報告Wtlや筆者溜身の担当Lよ:施工例等を受理・分析して情報此施工の現状をさまざまな採点かり考察

仏関滋点を機摘する。 次にこれらのfp~皇室点を解決するためになされるべき鐙論体系の製織・計測技報'fCTJ 主主t議

データノミンクと人工翌日終の活潟 および社会システムの整繍などについて検討する。

2u情報化線二]仁の歴史と現状

2. 歴史的概観

議 Hこ情報化施工の発援過f立における

注目すべき?ピックスを議げる。情報化施

工を発展せしめた:主警警な婆閣は，土号室信基

礎の総趨に対応するための必聖書伎の認識，

計測n害事現滋観測手段の発燦，および線側

データ o情報処理手段の発緩という 3王立が

挙げられるが2 表~からこれらの凝!認が

産主史的に?どのように発援したかを読み取る

ことがむきる。すなわち第 1に掲げた[必、

事生」に関しでは， 上空電力学体系が謎僚さ

れた当初から認~~~ーされだおり p しかも今臼

Lこ~るまで種々のあー治1ω調変や研究ヵ、すす

められたにもかかわらずE こ

とするに塗っていない。こ

する手段として， 1950年代に土木潟針演Htl

1;1く開発おれ，ついで1970年代の後半に亙う

てから高度な情報処ま堅手段が普及しはじめ，

これら 3婆表が鐙って「情報化施工」とし

* 株式会社 言十澗リサーチコンサルタント

表 1 情報化施工関連平表(土質"基礎に関する事項)

年代 | 情報化純二じに 1Iする事項

19悶 I Terzaghi' fErdbau眠 C剖 i瓦」拘波，土号電力学体熱が設えられる.

1948 Ten附 lI，j(， & P"ck.凡月間h:'i.l'liesifi E!!gi~(Mri同 E四ctlceJ の中でt

! 現i紺測の掻袈散と背効慢にE及し. rc肋)均Ibsc，鵠r円問d必aは出山oω抽叫2

(は19犯50-) I 霊上(土貫力学のt務復九旬悶和5釘7愛匁手皮特z却別』リI羽鋭1演会ι 二土t句F説荒工学f金d九州ヲ史芝鋭} によ付tれ乍ぱφ

大内ニ男氏が当時冗型ゲtγ ン工事で郡部十測によるl;iiJ:制御を紫紺した⑮また

とのごろかり 19E作ザ itにグレーウ 4 ル~計器の関潟をはじめ1 自ヌド閣内でも厳限

"ぬt 新興ii!儲工君主j 共和t主主.自動制御磁究税導のメ…ヵーで土指針器〆d者

発ー鍾3モす毛よ子うになうたザ

ì9S5~1956 I 佐久潤ダム埋コンク 'J叩トの設において カ ルツン型計器どが大量に謬

1 入されたω (勢認刀~.11t:;4詰 ダム"制震技術叫

19{;()~""1965 I J11跨認説明i瀦l'I明25年史j など盤:奇工築地義務のg.~~訟におい τを文京地盤上也被遊

物に関設る計測が'U程されたと

tJ6"i 斉泌(鉄道技術傍究予提言語 ~6出，押1-52} j凶袋災般を磁器理して斜碗扱i峰山予知

| をす匂方法を鋭究.

197ょ I I本凝らが「情報化施工Jとい弓用語後沼いて鋼管宍擬必滋基線的施工銭怪をした.

(土と追認凝'01占19，沌3)

l山 i ゆ泌(土よ議院V叫 22.:"!t1ll)がおルツア主(})rObs，u'JJtloh1l1 Procoo¥lr'e jを

I r現埼2十禅工絵Jと呼び 5持活計潟の重型伎を椅抵した@

197，5.-1973 ! 川崎製鉄で情報化崎工システム (R.C.Cシステム)の開発が行わ"た.

1973 築協も組織針潟工法J (Si"i!工焚怨聞社)刊行.

1979 百聞 vぜ」ヂカルドレーン工法の設計と施工官エ習が地盤改良におげる情報化議

| 工について記日連e

(1釘O吋 I 1970年代において.m符合施工に闘する惜別l的な報告が誌表されるように jなった.

定Jこ この蹴コンピュ ダゾコぇテムの小型イとが滋み。務しL情説貼在理時代をむか

えた.

l錨2 I r;tと主審議遣JVol.油， 1b7で「情報作施工J'1、特銭号が出版さ礼 「情報化総工J

! という胤詰がょっャ〈捜防されはじめたe この中で多("，総工鷲例合総裁された 5

El84 土木学金にZいて土!貫工学に怠ける f情報HtJ，を工J~寿氏小縫員会が組織され 研

| 究が開始された.

19l!5 祭a.昭和応。翠[色士盤工学金「設近の:!:佼 器磁に関する総竃会 Jで引階級化線工

19国
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力日霊ま

「務t‘簡Aするのは1980年代にはってからということになる。このような手法怒溺縫に従って， 19，50年代以前iに

という概念でとらえられていたものが?計測器の開発。簿人にj弁って「現場針測工法jとなり B さ

らにノト"ソナルコンザルータなとfの情報処i翠手段、が普及す，誌に従って|情報化施工!といろffl認がふさわしい状

況になってきたものとみることができる。かつて露i謀計測工法J治、 Ii合符化施工J かといっ F苦言語の採~につ

いど詰~i識がかわされ 4~ E1でも意見立〉絞ーをみていないが，そのような議論がなされることも含めて，燈史的に

手話機罰筏にあおと考えるのが翻然であろうのこの議;勢、でl点 「情報化識不」という呼称も1i，f:と遜!.~責務的淘認とみi

ごとができ，例えばヅルド J ザやスク-凶べによる施工を!機械化施工Jと呼んでいたものが今やことさらに

.!::言わなくても当然ぞれらそそ痛いて施工噴るよヘ:こ，情報化減ユーの成葬者籾においてはもはやこの呼称も必

裂ないものとなるであろう m

2.2意思決定問綴からみた?詩報化2撚エ

スiまことこ「滅工J とは設計された;認定~現実におj波及湯、する行為 Cあり F 手ーのぎうまでもなく，

R~'!fr替の意思守決定行為のi総長であるの土紫ー盗殺工学の分野において l金殺行為を意思淡定問怒としてとらえ日

のt上いわゆる if認瀦性設計_1?こ関する--)認め研究りである。統計的決定潔

cr.並立工学における不，意文性への対応織の分類

統計的決定211訟のi義人名試みてい

宅金の綴織には， ，然思決:をに際ご， これが何毒事かの

いとの認識がおり 3と3伊藤げら弓:一銭;文'1唾与をう

i央滋て必状況において'i"常幸自このような:何者3創設《イ主

の関i訟を号専ら治、にしようと

のよっ，j:統計約決窓という視点から後手装化路

にたdゴ

の情報化やモ (~)i~江1(.;: r探して取り、が主語iZ計測-;r一

?告幸長を-，の
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iでj皆干の議完治安.l11l凡たい。ペ明ず気炊である。二

不1議文般の波状
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:々L;-t.~まI悲しての後援にある不習作文燃の;える干に

の4主事力o議機幻滅工持の関心主事:式設全壊と張主iおの関連語ち

会的

i津波紋ど)にま三認される。

拐殺工事での2fS重量6日夕てきちt~ Jií!jTJ刊の Eむか

。 'r~今すべり以外はいザれも被壌に笈フたと半jj;務訪れ，たもの

(例)

1:.'綴錦i!f:iJ，ど等部?音字現在活問してf:主主窓放下翠Jをき事定ずるこ

と主事により，設計時点で毒事織の大きさの分布の隠そもっと

小さく予測するのであるが，その総主義について滞感で?きな

関 l 機遊物t，i]理.~íIlJJむったき

4こ;与もなりのノf子らまえ.co、刀九

い?景況がかなりあることが磁 21，こ示えされている。 3) 上

室電工学会中国支部による):E¥'密計算に関するアンケ…ト)

ところが滅工がはじまって p その途上のき詳毅jを観測し， 1寄

られた情報をもとにして鍛終状態司会予測するということを

-64-
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情報化施工の現状と言葉緩

繰り返していくム次第にその予測綴皮が蒔

くなる。随一 3崎氏望星jこの滋;-['1霊について

その織J子よ告示したものであり，観測情報を3主的 ， " 
G民，."

f益法を苅いで解析し寄緩終松下還を予測した 0.9 

ものである。実績!畿と"f;繍緩めII二加がしo
ト 0.1 線医まに怒るには主君智i~'U' が70%f'呈

i司2

Ll 

げi5)
{予測純一議制組) / I紫醐嗣)

娘一 4 RCι'ステムによ$予縦傾

と葉樹j鎖的推移の酔j

とがわかる。間成までの後裁を!.kf、撃とする

翻--3 1I""Rs関係閣{夏場止法}

の軍主役を予潔jしたもので， l綴浄!が稼践に

追撃して会はじめて予i矧語伎がこと I09~以内にはることを示しているe このようぷ s 現状では，施工の緩終段階にお

ける2暴動め霊長工 1告%援Bまの務践で予話題ようとすれば，滅工が70%ね皮'~~ë幾行するまでの情報が必要警であり F

施工中ω観測情報がj費量繋江主主総与をもつことがわかる台

織に図-4" lt山告書め擁予告j工事における鐙体

;;. <1情報援と鍛主義主議場主

l，2i 5，まiI'i'緩の争奪遣を物が務状

で設計さでいるか，またそのような被意義務率ぜ設

"' 討会れながら， これ恥寄史認皇与を11滋起さないぷうに主義ヱオ長
〈乃

ことができる作めのま完全に殺する務報撲はどれほど必 05

努力、ということそ機会釣にぶれ今少し説明J付日たるな霊

つ4そも

比 例えばある基礎がZ設定長五官主事0.1 総f夜明'r-~J~~.t された

うな概念でみるとかなり余禄も1とするとz 伐さを本

も絞壌にさ互らない?まがあり， 不確実性i'空襲

告をよ惑にお付るE聖戦織率と必裂なi智幸~!il: (1紙苦悩l

1苦戦畿の告書綴は必後ないであろう ψ ところが軟弱漁獲上

~D議士が:t託金主義 L つまり認定機告業務0.5 ~事リギ'.1で設計されたとすると，施工ヰJ?こは s それに廃合うだけの→分

む:情報畿必音響主義が必霊堂:であわ&ぶントロ!ピーはむにJftく主主ければえ:らない。情報化施工9における施工やめ綴織i脅

!遡 --5総ヱミを;争がえる総務が高い。i'i~~こ安全に関しいζ さ iまど~S い

ト口ど』の液こ寄与する，織の議事費拡 この場合めま:ç:ft:~こ穏fよる務報工

社会的行ないことがある。すなわち，語審議物をi祭るといでおかねiまな斗閣について別視点か

i議好基準3 あるいは最長議長器、粋といったあにして遊ら.(1去、めが凝設しいかといぞれがどのよ

と設の{綴後、拘禁が詰u殺と v て霊長Xi:''2'れなければ情報化施工;の食事実についてj手術できないということである匂技釘・

;(i 与を在i穣とする。章受遊設計纏言舎では， すべての白jス的総攻においては 敬語事事義務仏日で与をヱ与を成J;)きさせる

{磁1L;緩告げ由る。 この場合は必ずしも誕主義制緩 7判:tO~5 l スグ， 主主Eわち差是害者F脅更手速い緩小

援庄の都市土木における郊辺若者機総会の繋求などγ

べつの社会約書己織がなされることが多い。乙のような問題は治報化施工Ol!iJ器工磁の務'ikを分析してみると潔持率

が後五るである。秋5苦fや霊建上必要量士工 It王や i~i~長卜シネ Jc' TM) 

月〉いえる。れた滋判断r-多少の社会的統握手、がな

トを路線とする網間にある。?ちら4こアシダ}ピふ;ノグ撃事者替市

タの量的宮家;まが関襲設な滋色、が一添い"さしていずれの場合でも，

C丸らの選妻子魚料二が劉縫にさnないままp 従ヮで苦占fをに関ずみ務総毅の緩議綴がいかにあるべきかということが

潔く:考察されることなく，情報化滅工がす寸められている。ぞれ故拘現状ではこめような情報畿の;主義約終繊の

i主j後議総本O.fiそa擦とする傾向が全員"， 

山留め綴諸誌においては綾遡設計:flll~議でいう重量コ

土木において第 :i務災姦こ対応する穆合にはワ

-( 1 不総業牲と1審事震の蓄積i滋懇の関連患について明らかに

ρ
0
 

方法が援護立され例lまえよいの今後これらめ5務総長f絡を

じてい〈必要があふ。



2.5ツーil.l

情報化施工ø発援の主要な繋図として計測器の発展と i情報~~潔器の発意義を掲げたが， これらは， 2.1 ~2.4に

述べた情報の取得。処理夜ー担うツールであり 2 土器Z・3基礎技術とはlJ1Jの技術分野に依存するところが多い。なか

でも情報処理機器の発援l土橋報化施工の立壌の主要求に応えるお的で主駐留は発壊してきたものは殆どt聖書震と設っ

てよく，ノマ m ソナルコンビュータ分野の技術の車道関に完全に綿織されている。コンビュータの市犠牲からみても

心れは当然のことと怒われるし，今後もこの傾向は変わらないであろう。しかしこの分野の発展のスピードは十

分に速いので，き3f紅情報路環器についで溶報化施工の立場から独自の研究・開発をすみ必要もないと:考えられ

る。情報飢1撃に関しでは専らアブザケ}ジョンプログラムの関設が関心事となっており，例えばRCCシステム引

の開発以後，各方iliiで様々なシステムが研究・詩再発されている。これらの現状に関する議論はここでは翁師きする

れ 3.3で今後の発展方向について若T考察するむ

て，一万創設ぞj務に、ついτlま{寵の工業分聖子とは，使用

環境・俊周期間毒事が悲しく異なるので，望事矧の土木五互換

33必勝喜設が議亥れ，茨 r，こ示したように年代から

まご潟言十議が線透されるようになった。開発当初は慈だし

く{討議憶が紙いものもあうたが，現在では，相当改議1)ベ

i盗みた:卒、学会が行ったアンケート的によれば.言十~の

紋隣家主は;茨-3のようになっている。全体としては放機

率3.6.(%と良好な纏を示しているが， ~tHφ. 7幻自十えEど

議--:3 工事重却H!H.の故障本

は米ょう高い紋随感受示、しT:指り，今後の改議1J'望まれる。

!週 日以~臨波市殺されてιいる各機ひずみ計苦2m認識に

一機応~~~重し臼然状態に放澄し，で長期主主主主性与を試験して

いるもので，昭和55::r手から昭和161年求までのデータであ

る。 3関村のタリー7"'，¥!:)滅j交変化の影響を考えても士100

pストレ首以上 !J_l毅護者Jをすることはあり得ないがF そ

のような計測4演を示しているのは2タイプの計器にすぎ

ない。情報化施工の災際のミ認識では史沼環境はさらに

過激であるから，教際〆容はもっと多くなると考えられる。

it &1おの故障書還がメーカーやz 作事主原理によっても

かなり爽ぼることがこの儲から容易に推察されるであろ

山 66-
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情報化施工の現状と課題

図 7 '1) ~丸滋昔話埋立工事における護岸下部に問機7l< J王言!ーを設讃し， 3 -~ 5 

年関綴I開jするときの故障E容を予測したものである。予測子法は， F.T，A。引をFfj

い，センサー 2 主導線，議I~X宣告3など針 jfd各部分に生起する故陵や設緩上の磁主宰ョ O. <10 

工事中の施工機械による費支綾なども考J援し，日本会E誌のベテラン経験者によるど

評{必後をもとに放路率長算定したものである。計器の3タイプi措種の液体式 :030

水?訟ξ誌計十' 自.F仏.F夕イプlばま1電建醤t気潟重変E換方王式tのZ水kJ:段仔r王:

の紋際之彩私号をを示lしJ て4あおう守、り， 務当悲観的である。 2真夜 3 土木針演~~の開発・改良@

製造毒事はf'}j..カ μ の努力4こ校ぜられておりヲ従って市f毒性(V!漆界からもあ戎

り完急速な[虫議 tl:~めないと燦われるが ì書線千七銭工投機 0)今後のi金撲のために

は何らかの対策がIi!言、れミ"0

2.6溜潟

情報化織工の護憲涛iについて，情報

ている1:11]1まyない。

来、 ?ふ土木学会が行ったアジケート 1 りの~:G楽? 計測望者の61%

は致注者が負担してま;り i これに絞って~~思決定も発注者側でなされる

ことカ守fl::重要されるわ家主表に

(D;1まれと議:怒決定組織に関する問題

ムコストの問題の 2AHごついてふ

れてお三きたい。

区_.8 ?:t報誌ASれている文献から

代表的な 2例について情報漣潟の彩

慾を示す。 (a)Y) は日本i霊路公聞が

実施したものーゼ情報が公民J(漉主〉

の仕ンタに言書稜され，意思決定はす

べて施主j関で Jなされるα これに対し

で(b)，.) :ま，羽原らが支絡したも

のでョ意思決定が，関与しているそ

す1ぞれむ立滋の人ヤが参加、よる委員

会で，なされるというものである。エ

慌の所在によってこ必ょうえE滋溺)(3

慾が選ばれるとととはるが忌察側の

大2棋はお)盟に}認し，窓際主主主主i立発注

者においてなされることが多い。しか

(aiのような思湾総な組織が編成ちれ
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おと阻，;r一致する。空管制討の擬予告

。02D

Typ<:' ot Pres~urc t.!.~te]" 

i立J-"7 各種詩型f噴水圧針的紋隊第0)予測

(a) 道路公聞型

E型 自 情報化施工の巡照彩慾

表 4 針測~沼{上:本学会)

10 :!{J :~，() .10 

仁必柑{悩1'])

した工事では 1~-:j となって 1l'!I--9 R Cシチェス仏出コストと工事拠

(実綴より)おり u いずれも主義似の比率を示

している。
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:3. 1禽報化機T.o"号機ott繁華盟

2.<:了後摘し土居情報化滅工の事若々の間勝点以，今後文{燦のを認i畏で試みられる施工や主事総上の童書織を絞殺して次総

:こ成熟 " ム1怒れるが(:こでは警量殺の研究心方向試行の…部について縫ボレどお薄たい。

<J. 3号I総件;手心主義務

の織の京銀、決定ふこがjL

';/トロザーの最小化'<¥:1封書と

君主ー

」

f警報伐B島工に闘する1票総体系の毛主繍方針

f官級雪をめ主革笈

情報時間続誌の総立j

Lでい 主主主主決定法ψ 菜択〉なで こよ ご必祭繁華長澄カミ決

れると，日fと潟主主i寄られている奴知情議長室と ( t) ぷ密機ダベき?射撃鐙として寄~J]:':され， i療報化

意義ヱにおいてはと必鱗報壌を議 Lペつ為主期工;手記 i官j壊し ¥ ，_ にな のf話会の?警報裁に関する数字t約議

議践はついては今後の検討諜識である。 一方惨として;丸谷々のlf遇制導主要立にぜ丸、て磁綴ぎ霊長算定 す'.{i::も

とにし‘て総会?育幸譲二t トロビー安定殺することが将えられる戸 これらの数宇的翼民主設はノャ/ンによって次のよ

うじ;j之さ才工ているの l'n

日記--;sI'j log Pi (=線系列の磁のこE ント口t:."~)
J 
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情鋭化i脇工の現状と課題

o十語調枚持?必議室鱗

~;: ;;長だ 7'E:i立にはほど滋仁今後f心当事くめ鍵銭安銭しといる。以下6~針潟i技術したよ計昔前総祭主売は

で;F.;'きたい。

i，;0iJ[;'---

議織の後lpj条件が滋書官:~U~ 1I)， ケーブピう総長量

不良や読売線ナ44f霊童気捻喜y!')t去滋緩絡に{~主主す，る

総会ーが緩めてゑい@強気変換式首十~については 5 
のおについてp 今後号交殺そをすすめていく必繁

の滋iゑ!のための方策につL もで 2~<1 絞殺主主義"

の改良:言十i~滋の故事章』えドウ

日崎町ねル送伝

う

令
ふ後ぢ一心

づ::--{，_，.、

ふう。滋:良こ関する

絡にがもて、彬糊i総断~tï)';;滋戸 F

ヅそそ}読む・妥殺さ

:¥(Jυ(: 也、(泣}

絶干のた門的3予樹邸主抗

必季世絵。〉低下が絞殺しらであ波怒に対し í::~さ緩

フえ主主きそ務総ずるなどを検討する

{ひずみまf心機会}区!-'-:iむ
三}. 'jj' ー

などのrl!]f，5かと絶縁抵抗のj底下によ

噌P 唱""，~' 

~じ L

シー主査激トラン2レ

!バilι8

i校

も"

"-i 

事手きそ苦虫め

-;:: Lo 

泌:郊の議室長の影響春以関誌に示す

れによ?リJ3禁幾ト

議おらが饗i

お水没}手法猿25 を五I!~唱し

江喜1ぜペロー

円
y 

ものであるω

;“錨叩

る

常主

仕1;1:;特性

:.;t .~~it訪問さ;，;，:怒

H;が保持さ;はいま、よ

t. ，..-:l:' 
1--;) 

ぷそ;こ

したよと伝言十のお乍

とや守バヰ事宣言はお災のそれと向

るなど島数々の特徴があとがでとからMる

して総み長るみ，アソブ.'t八再認さ1つの方、殺弱、ゅヤ
iぷ

るいは毒1;;たむ/rープ凡"C総絞首乙;減効された?をフイ

t) 

fニパルス殺害~.~，.総滋お;

C校総iや光i議僚なとグ必j議議技術ヤーとノ主総長515L; 測量話~機1必ずる方式?とザ3 るなとが考:え

をま擦に{家将ずるところがおくi:たコ久ト潔から主主イitがす 1みに〈い幾歳があるが， これらをR:~援していく

裂があろう。

もらこその設鐙設省幹についても今絞め重要奇襲が芸霊法れる。

総潔;が[邸主容をによって大きくばらつくという務

1'2) 設援を技術の改良:討課~T，詰必，、_. F'-ウ広;""V~)改良ヰニ

~j:. 1: 向!ユ針訊~~についてその数機感を調査すると(1)

であるが， 己主主与のヌゴ鎗としては総長吉設競技織替の獄震の向上与をはかる以外6こないφ ふ4ぜ

… 6性向苧

。

言まから銭詮さ

こむ



3.3人工知織の活用

ー;払情報処理器については，情報化施工のJr壊で3!1¥佐!の研究句協発をするこ弘幸警はないことを指摘したが，ソ

フトウぶずに関しでは自ら整備していかねばならない。これまでに軟弱地線上の!畿二t.>1.1欝め瓶詰'!J号 NATMに

よるトンネル鋼開!などに対応する計測管理システムが次々に発議されでおり 1引，筆者らもこのようなシステム

を独釘に繍殺し滋F脅している。これらのシステムの議本構成i点データの採取・入力{計測)→データの保存→

f守=;~. .ft劉というー濃のデータ処型車遇税と，設計理論{モデル)の組み込みによ -アィ

J デイングなどのt'F草案'li:i'奇君主にするものである。しかしこのようなシステムでは. 3.1に提示したようは情報の

務総という機会に総らしで溺廷できず，むしろデ山ダの著書殺というに止まっている。これに対して，図司12~ま護

者らが関与最後すすめている人工知能型Z引の情報化施工;シユヲムである。

委主
!照

間 12 人工知能型↑喜!f~.lt施工鵠 .!1ì1 シスチム

このシステムでlゑ許認)Li"ータや線祈計算期のザータ・そ喰の象額データなど従来恕システムで絞り記長って

きたき答絞データベースに加えて 2 自在数約に熱気されるあらゆみ決別!!主そ規約データベースとしてi議綴ずる。プロ

グラム言語はF 物?シンインターフェース告i¥う?をB防犯で i髄裁も~:;子を FORTllAN で主 K:Ï詳jj語審E分、与を PROLOG

これらの綴纏滋殺は円S-DOS轡灘下でパッチ自力に行われるように芯っている合ハードウェア (;rパーソ7

}!ノコンザこム…タPC9S0] そリ 512Kll.溜主主ディスク20目的程度で勝。夜のところ5!:織ないのジステムの特数i点

源去に義援総ーした務['(!:のさまさFまなj去剣牲を，互いに矛?蓄したり編後したりすることに稼革ますることなく波間デ

スに議室議することができ 2 また当該務滋で綴繍おれた泰裁はPliOLOGによ「て規f!iJデータベ，，-λとま表践し

て線釈されることなどであ弘、このようにして:3.で示した 2 ある時点におけるi!，'O:ill青幸読書室l!o{治安;設大l壌に苦

ることによって 11苦手引色脇工を次第にi高庶4こ立支給させていくことができる。人工予Il総に闘するツー主演夜まど

未熟と言語にコいてもPHOLOGやUSPなどさまざ求なものが試行的に綴売されていや穏E震で j芝府シスァムが完

成ナるには多少のま者織が&、擦であるが2 漁〉殺のj撃波は宣言、i援であり燦認は明るいゅ情報化施工のエヱ議官l式 システ

ム長大裂コンピニL ータ4こ依存させることのないように配慮:レつ恵三九潟、財データベースの具体的な機霊祭方法につい

て検討していくことが必婆であろう。
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情報化施工の現状と課題

3ペ社会かスァムの空襲繍

以上に援君主iJてきたような獲量議-'T潟辺校織の綴線に加えて， t'警報化主主ここがさらに滋燥していくための社会的な

認識と漆減!ブ〈りが必婆心:ことを絞めyまについて議摘しておきたい。

lHi!lil技術に隠するま支綴水準o維持: tこ提示した計測技術の綾織に対応し、て，社会的には，i;ず針瀦55

，，1)紋織について公的な技術総定め縦波与を設け J 羽織苦言伎を設かる必喜警がある。税者5:の.1:貴重計測.mf勺例えば

Y3どの公的投級品:熔えをま定レ口、るものはほとんど皆無であり，事1]).品おーは盲導入の義草原まメーカーとのお品識の試験の

f工会いやi選対jより関慾点について主主滋しなければならない。こと主主主衣誌を訟や土霊童話霊堂伐についでE ニr:設計測君~O){守

訟に関する務{濁主主主撃が終普請されることが三芝公れるのついで〉許認め霊堂畿運臓にあたっては土霊主力学唱をはじめ p 線

工法 e 材料者字詰滋論。磯子手重き続投手??，コ(ヲ広凶 Jl などØ~r，1設に多脅誌にわたる知識が繋7設されるがp よよれらを

修得した技術者は議授のところ極めて少なく B その脅威ま議議も重量5替であるゆえ自室電器毒殺設土縦波や技術士制度比

土議経燃の進燦，，-大きく繁献したとみることができるがρ 情報化施工に富請しでは， ζれらの紙、燃のなかに取り入

れるか会新たに計器習技士号事長平協議定官譲渡与をつくることが墾まれる φ

t2) 滋1耳形態的投喜子:情報化総工は施工現犠(D~文 ~Jl?こ底引がして震話機応援誌に対応レぞいくこ止を副長としでい&

主語ヱの方法に聖書、よる方針や手段iまE皆吉長変Eをされる£とを前j援としなければならないめであるがF こめよ

とZ設計夜空~~丸現実4こはあ怒りうまくいかヲペ特ょこ公共謬家主事同ごは契約jこの紛約からこれが遜めて関襲撃である

とがよく滋摘される。 5謀夜よくなされている

i量詩Jf3主主I立乙ちに示したがD このような形態

ぜ』ふ主義ヱ4こ関する意思決定め機腿がさ現場に

なCt議織のF号潜ts_滋紛ができないごとが多

いh 関 1，)は現場め議j筆者に施工に関サる情

報と:意思決定・の滋燃が金集中する方式で p 契約

jf"，擦としてはVE}iJtと呼ばれている。 情報

化総了ーをすすめるうえではま平怒的な形燃であ

ろう。しかし土木工務全般のあり;ざというも 図-13 VE裂泌砲の形態

うlつ土絞り続点からみ d誌と、公共性，公平;d，慾い将来に対する況感というような丘襖綬自'Hこは必見利益に

重量絡しないような繋裁についても脱届震が必要でありト これが必ずしも厳選む契約方式とは設えない力、も知れない。

骨量率至上一主裁は滋むべきであろう。滋F請については多分ょこ社会的であり苫今後の研究においてもそれなりに次氏

をかえた検討が必繋である。

ii.めと;がお

領事提.í~，施工は務壊で滅工手段として滋滋をみてきたものの その理論約綴拠となる情報潔織や決定締綴&~ごつい

て体系的に緋突きれておらず，依然，主主とじている。加えて計測技術や情報総潔技術などの支援ツレもその分

野議綬に依存しきっ qてお的 P 情報化擁立ーめ立墳から滋滋的にこれに踏み込むことがよかないようにみられる。日

常， t脅報il::主義正;の現場でこれを撚進しようとしている筆者にとヮては誠に憂慮、言べきことであり， この1左京放題ま

しといては，いたずらに計測とコンピ J均一タ主主震が独走するばかり巴ついには矯報化擁立;の締たるかが見失な

われるような危協を持ったことから，あえて本文を提示した。しかしもとより筆者のカ不足のため歩燦主~tま韓宝な

る産量翠に終始し， j問等具体伎のある提案ができない家:まになってしまった。今後も読者絡事者の御批判と御機毒事を

濁り， ドコ 1つ問題を解決すべく努力したいと五まえているがs なお，大方の独創をもってこの方随の研究に簡を

む吋でいただくことを御闘いする。
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